
伊
能　

私
た
ち
の
会
社
は

商
店
街
の
再
生
を
テ
ー
マ

に
民
間
主
体
の
ま
ち
お
こ

し
会
社
と
し
て
昨
年
1
月

に
発
足
し
て
、
今
年
の
3

月
に
佐
原
駅
前
に
お
店
を

始
め
た
ん
で
す
。「
ゼ
ッ

ト
や
っ
ぺ
い
社
」
の
名
前

は
、
ゼ
ッ
ト
（
Ｚ
）
は
ゼ

ロ
（
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
か
ら
の

出
発
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

の
最
後
の
文
字
か
ら
、
も

う
後
ろ
が
な
い
、
な
に
が

な
ん
で
も
ぜ
っ
た
い
や
ろ

う
（
や
っ
ぺ
い
）
と
い
う

名
前
を
つ
け
た
ん
で
す
。

は
じ
め
て
み
る
と
、
や
っ

ぱ
り
大
変
で
す
ね
（
笑
）。

仁
木　

小
見
川
も
駅
前
に

空
き
店
舗
が
増
え
て
い
る

ん
で
す
。
商
工
会
と
し
て

も
対
応
策
を
考
え
て
、
落

語
で
町
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
出
前
寄
席
を
は
じ
め

た
ん
で
す
よ
。
寄
席
で
人

が
来
る
の
か
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
け
ど
、
チ
ケ
ッ

ト
は
す
ぐ
に
売
り
切
れ
た

ん
で
す
。
寄
席
フ
ァ
ン
が

意
外
に
多
い
の
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
駅

前
の
活
性
化
に
ど
う
つ
な

げ
て
い
く
の
か
今
後
の
課

題
で
す
ね
。

伊
能　

私
た
ち
も
津
軽
三

味
線
や
ジ
ャ
ズ
の
ラ
イ
ブ

を
行
っ
た
ん
で
す
が
、
企

画
や
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
行

う
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ル
ー
ト
が

談
ふたり・香取・語り

駅を出ると人々が行き交い

にぎやかな声が聞こえていた

時代とともににぎわいが消えていった駅前商店街

街の再生・発展、駅前の活性化に

遺産を活かし未来をひらく二人が

出会い、語り合う

にぎやかな駅前を取り戻すために

「人々が集う駅前を」

1936 年生まれ。佐原まち
おこし会社、株式会社ゼッ
トやっぺい社代表取締役。
佐原出身。ＮＰＯまちづく
り塾孫兵衛塾長。

シリーズ

楽しく、にぎやかな商店街にするには

1948 年生まれ。小見川出
前寄席実行委員会委員長。
仁木書店経営。小見川商工
会副会長。前小見川商店会
連合会会長。

な
い
ん
で
…
。
継
続
性
を

考
え
る
と
ス
ム
ー
ズ
な
チ

ケ
ッ
ト
販
売
が
で
き
れ
ば

な
と
悩
ん
で
い
る
ん
で

す
。
手
売
り
は
大
変
で
す

よ
。

仁
木　

寄
席
の
会
場
は
収

容
人
数
が
1
0
0
人
な
ん

で
、
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
場

所
を
限
定
し
て
い
る
ん
で

す
。
告
知
に
は
広
報
紙
や

タ
ウ
ン
誌
な
ど
に
協
力
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
逆

に
佐
原
に
来
る
観
光
客

が
、
落
語
を
見
に
小
見
川

に
来
て
も
ら
え
た
ら
な
と

思
い
ま
す
よ
。
伊
能
さ
ん

は
な
ぜ
駅
前
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
ん
で
す
か
？

伊
能　

小
野
川
沿
い
は
観

光
客
が
増
え
て
新
し
く
お

店
も
で
き
て
い
る
ん
で

す
。
駅
前
が
に
ぎ
や
か
に

な
れ
ば
、
小
野
川
沿
い
と

駅
前
の
間
も
に
ぎ
わ
っ
て

く
る
と
考
え
て
い
る
ん
で

す
よ
。
現
在
佐
原
駅
の
再

生
計
画
が
あ
る
の
で
、
明

る
い
兆
し
な
ん
で
す
が
、

佐
原
駅
前
に
は
生
鮮
産
品

が
買
え
る
場
所
が
な
い
ん

で
す
。
以
前
、
商
店
街
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
ら
「
何
で
も
そ
ろ

う
商
店
街
」
が
1
位
、「
楽

し
い
商
店
街
」
が
2
位

だ
っ
た
ん
で
す
。
消
費
者

は
「
何
で
も
そ
ろ
う
楽
し

い
商
店
街
」
を
求
め
て
い

る
ん
で
す
よ
。

仁
木　

小
見
川
は
同

じ
業
種
の
店
が
多
い

か
ら
何
で
も
そ
ろ
え

る
こ
と
は
で
き
な
い

か
な
。

伊
能　

消
費
者
は
何

で
も
買
え
る
商
店
街
が
近

く
に
あ
っ
て
ほ
し
い
ん
で

す
よ
。
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

商
店
街
に
は
車
が
走
っ
て

い
な
い
ん
で
す
ね
。
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
買
い
物
が
で

き
る
商
店
街
が
理
想
な
ん

で
す
。
商
店
街
っ
て
商
店

主
の
た
め
じ
ゃ
な
く
、
住

民
と
消
費
者
の
た
め
に
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。
楽
し
く

て
に
ぎ
わ
っ
て
い
な
い
と

人
は
来
な
い
ん
で
す
よ
。

仁
木　

人
が
集
ま
る
の
が

一
番
の
魅
力
で
す
ね
。
楽

し
く
買
い
物
が
で
き
た
ら

ま
た
来
て
く
れ
ま
す
よ
。

そ
れ
と
店
舗
の
オ
ー
ナ
ー

の
理
解
も
な
け
れ
ば
空
店

舗
対
策
は
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
ね
。

伊
能　

そ
う
な
ん
で
す
。

ま
ち
お
こ
し
に
は
地
権
者

の
参
加
も
大
切
で
す
ね
。

仁
木　
「
そ
ん
な
の
や
ら

な
い
っ
て
」
っ
て
言
わ
れ

た
ら
そ
れ
で
終
わ
り

で
す
か
ら
ね
（
笑
）。

伊
能　

ま
ち
お
こ
し

で
悩
ん
で
い
る
の
は

1
カ
所
だ
け
じ
ゃ
な

い
か
ら
、
小
見
川
の

い
い
所
を
佐
原
に
全
部
も

ら
っ
て
、
逆
に
佐
原
か
ら

も
小
見
川
に
差
し
上
げ
る

く
ら
い
の
交
流
を
し
た
い

で
す
ね
。

仁
木　

前
向
き
に
考
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
現
在

は
寄
席
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
け
ど
、
借
り
手
が
い
れ

ば
そ
れ
以
外
で
も
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
ま

た
、
商
店
街
が
5
つ
あ
る

の
で
そ
れ
ぞ
れ
で
寄
席
が

で
き
れ
ば
い
い
し
、
こ
の

出
前
寄
席
が
若
手
落
語
家

の
登
竜
門
に
な
れ
ば
い
い

で
す
ね
（
笑
）。

伊
能　

楽
し
い
商
店
街
、

行
っ
て
み
た
い
商
店
街
に

早
く
し
た
い
で
す
ね
。
現

実
は
厳
し
い
け
ど
交
流
を

深
め
、
商
店
街
や
行
政
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

（
対
談 

平
成
18
年
9
月
13
日
）

さ
ん

さ
ん仁

にっき

木俊
としゆき

行 ×
（小

おみがわ

見川） （市
いちかわし

川市）

伊
いのう

能久
ひさたか

敬

▲店舗奥の休憩室ではライブも開催 ▲身近に落語を楽しめる寄席会場

「
出
前
寄
席
が
若
手
落
語
家
の

登
竜
門
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
（
笑
）」

「
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
買
い
物
が
で
き
る

商
店
街
が
理
想
な
ん
で
す
」
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図
書
館
で
「
読
み
た
い
本
が

な
か
っ
た
」「
探
し
て
い
る
本

が
な
か
っ
た
」。
こ
ん
な
と
き

は
「
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー

ビ
ス
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
は
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

予
約
サ
ー
ビ
ス

　

読
み
た
い
本
が
貸
出
中
の
時

は
、
本
の
予
約
が
で
き
ま
す
。

返
却
後
、
本
を
取
り
置
き
し
て

連
絡
し
ま
す
。
た
だ
し
、
人
気

の
あ
る
本
は
予
約
が
多
い
た

め
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

　

読
み
た
い
本
が
図
書
館
に
な

い
時
は
、
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

で
き
ま
す
。
図
書
館
が
購
入
、

ま
た
は
ほ
か
の
図
書
館
か
ら
借

り
て
用
意
し
ま
す
。
本
に
よ
っ

て
は
用
意
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

◇
う
ろ
覚
え
で
も
ど
う
ぞ

　

記
憶
が
あ
い
ま
い
な
本
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
知
っ
た
本
な
ど

は
、
い
つ
、
ど
こ
で
そ
の
本
を

知
っ
た
の
か
を
、
詳
し
く
教
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
探
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◇
い
つ
ま
で
に
必
要
？

　

い
つ
ま
で
に
必
要
か
希
望
が

あ
る
場
合
は
「
予
約
・
リ
ク
エ

ス
ト
カ
ー
ド
」
の
所
定
欄
に
記

入
く
だ
さ
い
。
ご
用
意
で
き
な

い
場
合
は
連
絡
し
ま
す
。

◇
リ
ク
エ
ス
ト
対
象
の
本

　

図
書
館
の
選
書
基
準
に
あ
わ

な
い
本
は
お
断
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。「
コ
ミ
ッ
ク
」「
ア

イ
ド
ル
写
真
集
」「
試
験
問
題

集
」「
ゲ
ー
ム
の
攻
略
本
」
な

ど
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◇
本
の
用
意
が
で
き
た
ら

　

電
話
で
連
絡
し
ま
す
。
本
人

に
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

ご
家
族
に
伝
言
を
お
願
い
し
た

り
、
ハ
ガ
キ
で
連
絡
し
ま
す
の

で
、
1
週
間
以
内
に
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。
1
週
間
を
過
ぎ

る
と
次
の
人
に
貸
し
出
し
ま
す

（
予
約
も
同
じ
）。

◇
本
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
ら

　

図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
リ
ク
エ
ス
ト
を
取
り
消
し

ま
す
（
予
約
も
同
じ
）。

申
し
込
み
方
法

　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
『
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト

カ
ー
ド
』
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

佐
原
中
央
図
書
館☎

(55)
1
3
4
3

小
見
川
図
書
館
☎
(80)
0
5
1
1

 

芸
術
の
秋 

文
化
の
秋

市
民
文
化
祭
開
催

佐
原
文
化
祭

　

佐
原
文
化
祭
を
佐
原
中
央
公

民
館
と
佐
原
文
化
会
館
で
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
1
日
㈬
〜
5
日

㈰︽佐
原
中
央
公
民
館
︾

◇
美
術
展　

11
月
1
日
㈬
〜
5

日
㈰

◇
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
工
芸
・

技
芸
・
造
景
美
術
・
造
園　

11

月
1
日
㈬
〜
5
日
㈰

◇
佐
原
文
学　

11
月
1
日
㈬
発

行◇
茶
道
の
集
い　

11
月
3
日

㈷
・
5
日
㈰　

10
時
〜
15
時

◇
謡
曲
会　

11
月
4
日
㈯　

正

午
〜
16
時

︽
佐
原
文
化
会
館
︾

◇
新
舞
踊
会　

11
月
1
日
㈬　

9
時
〜
17
時

◇
民
謡
会　

11

月
2
日
㈭　

10

時
〜
16
時

◇
音
楽
会　

11

月
3
日
㈷　

13

〜
18
時

◇
吟
剣
詩
舞
会

　

11
月
4
日
㈯

　

13
時
〜
16
時

◇
古
典
舞
踊
会

　

11
月
5
日
㈰

　

正
午
〜
17
時

◇
生
け
花
展　

11
月
3
日
㈷
〜

5
日
㈰

問
い
合
わ
せ　

香
取
市
佐
原
文

化
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課

内
）
☎

(50)
1
2
2
4

小
見
川
文
化
祭

　

小
見
川
文
化
会
館
と
小
見
川
プ

ラ
ザ
で
小
見
川
文
化
祭
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
3
日
㈷
〜
5
日 

㈰　

9
時
〜
16
時

︽
小
見
川
文
化
会
館
︾

小
中
学
生
の
部

◇
絵
画
・
俳
句
・
短
歌

一
般
の
部

◇
絵
画
・
俳
句
・
短
歌
・
表
装
・

技
芸
・
園
芸
・
文
化
財
・
漢
詩
・

刻
字
・
舞
台
発
表

︽
小
見
川
プ
ラ
ザ
︾

小
中
学
生
の
部

◇
書
・
生
け
花

一
般
の
部

◇
書
・
生
け
花
・
茶
の
湯
・
囲

碁
・
写
真

問
い
合
わ
せ　
　

生
涯
学
習
課

☎
(80)
1
1
0
0

山
田
文
化
祭

　

山
田
公
民
館
で
山
田
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
2
日
㈭
〜
3
日

㈷　

9
時
〜
16
時

︽
山
田
公
民
館
︾

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術
文
化
活
動
や
生
涯
学
習
の

成
果
を
発
表
・
展
示
す
る
文
化
の
祭
典
、
市
民
文
化

祭
が
佐
原
区
、
小
見
川
区
、
山
田
区
で
そ
れ
ぞ
れ
開

催
さ
れ
ま
す
。
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
展
示
（
山
田
区
保
育
園
・
小

中
学
生
作
品
、
生
け
花
、
盆
栽
、

山
野
草
、
七
宝
焼
、
パ
ン
の
花
、

書
道
、
絵
画
、
写
真
、
ち
ぎ
り

絵
、
郷
土
史
、
手
芸
な
ど
）

◇
芸
能
発
表
会　

11
月
3
日
㈷

◇
囲
碁
将
棋
大
会

　

11
月
5
日
㈰

◇
俳
句
大
会　
　

11
月
12
日
㈰

問
い
合
わ
せ　
　

教
育
課

☎
(78)
4
4
3
1

▲佐原中央図書館館内

▲小見川文化祭

▲山田文化祭

▲佐原文化祭

【
部
長
級
】

▼
高
城
徳
能
（
企
画
財
政
部

長（
佐
原
区
事
務
所
長
兼
務
））

▼
菅
井
國
郎
（
経
済
部
長
）

▼
齋
藤
清
（
建
設
部
長
）

▼
木
内
勇
（
教
育
部
参
事
）

▼
根
本
義
郎
（
上
下
水
道
部

長
）

▼
岩
立
貴
博
（
山
田
区
事
務

所
長
（
健
康
福
祉
課
長
事
務

取
扱
））

【
課
長
級
】

▼
土
戸
貞
美
（
秘
書
課
長
）

▼
佐
藤
秀
樹
（
広
報
広
聴
課

長
）

▼
加
藤
文
雄
（
税
務
課
長
）

▼
五
喜
田
博
之（
納
税
課
長
）

▼
石
川
一
美
（
納
税
課
副
参

事
）

▼
安
部
正（
市
民
生
活
課
長
）

▼
吉
岡
桂
枝
（
国
保
年
金
課

長
）

▼
岩
瀬
武
彦
（
国
保
年
金
課

副
参
事
）

▼
木
内
保（
環
境
安
全
課
長
）

▼
大
谷
恵
造
（
環
境
安
全
課

副
参
事
）

▼
郡
増
美（
生
活
福
祉
課
長
）

▼
坂
本
弘（
介
護
保
険
課
長
）

▼
菅
井
孝（
障
害
福
祉
課
長
）

▼
篠
塚
寿（
児
童
家
庭
課
長
）

▼
木
内
稔
（
健
康
づ
く
り
課

長
）

▼
香
取
正
人
（
農
政
課
長
）

▼
瀬
宮
洋
嘉
（
商
工
観
光
課

長
）

▼
小
林
博
（
商
工
観
光
課
副

参
事
）

▼
福
水
俊
樹
（
都
市
計
画
課

長
）

▼
田
村
克
美
（
建
設
課
長
）

▼
加
瀬
正
人
（
市
街
地
整
備

課
長
）

▼
相
川
秀
二
（
管
理
課
長
）

▼
笹
本
和
美
（
管
理
課
副
参

事
）

▼
篠
塚
吉
夫
（
水
道
課
長
）

▼
杉
本
耕
二（
下
水
道
課
長
）

▼
藤
田
繁
（
下
水
道
課
副
参

事
）

▼
多
田
好
男
（
生
涯
学
習
課

長
）

▼
堀
越
春
男
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
長
）

▼
福
水
睦
夫
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
副
参
事
）

▼
多
田
恒
夫
（
香
取
市
農
業

委
員
会
事
務
局
副
参
事
）

利
用
し
て
い
ま
す
か
？

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス

 

芸
術
の
秋 

文
化
の
秋

香取市
人事

　10月1日現在の課長級以上の
職員配置をお知らせします。
問い合わせ

職員課　☎(50)1240
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▲ハイキングは JR 香取駅からスタート

� 広報【行政情報】

秋
満
喫
！ 

イ
モ
堀
り
＆

「
お
み
が
わ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
」

旅

かと
り出
会い

第 2弾

　

近
く
て
も
意

外
と
知
ら
な
い
、

行
っ
た
こ
と
が
な

い
所
へ
の
旅
。
香

取
の
さ
ま
ざ
ま
な

顔
と
出
会
う
バ
ス

ツ
ア
ー
の
第
2
弾

は
、
秋
の
味
覚
、

サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り

体
験
と
、
県
内
外

か
ら
集
ま
る
約

1
0
0
0
人
の
踊

り
手
に
よ
る
「
よ

さ
こ
い
鳴
子
踊

り
」の
見
学
で
す
。

香
取
の
秋
の
風
物

詩
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

香
取
市
民

■
期
日　

11
月
12
日
㈰

■
集
合
場
所
と
時
間

市
役
所
前
8
時
50
分

栗
源
区
事
務
所
前
9
時
10
分

■
日
程
と
見
ど
こ
ろ

◇
9
時　

市
役
所
出
発

◇
9
時
20
分　

栗
源
区
事
務
所

経
由

◇
9
時
30
分
〜
10
時
40
分

道
の
駅
く
り
も
と
「
紅
小
町
の

郷
」
で
イ
モ
掘
り
体
験

掘
っ
た
イ
モ
は
5
㎏
箱
詰

め
放
題
で
お
土
産
に
。
畑

か
ら
徒
歩
5
分
の
道
の
駅

物
産
交
流
館
に
は
、
全
国

の
道
の
駅
の
銘
産
品
が
勢

ぞ
ろ
い
。

※
雨
天
時
は
簡
単
な
炭
ア
ー

ト
に
挑
戦

◇
11
時
〜
12
時
20
分　

農
産
物

直
売
所
・
レ
ス
ト
ラ
ン
「
風
土

村
」新

鮮
野
菜
盛
り
だ
く
さ
ん

の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

◇
12
時
40
分
〜
15
時
40
分

「
お
み
が
わ
Y
O
S
A
K
O
I
」

見
学小

見
川
区
事
務
所
着
。「
香

取
市
菊
花
大
会
」
観
賞
後
、

歩
い
て
10
分
の
駅
前
通
り

会
場
へ
。
大
賞
を
競
う
華
や

か
な
パ
レ
ー
ド
を
見
な
が

ら
、
小
見
川
の
街
を
自
由
散

策
。
※
小
雨
決
行
。
荒
天
時

は
小
見
川
文
化
会
館

◇
16
時　

栗
源
区
事
務
所
着

◇
16
時
20
分　

市
役
所
着

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
・
催

行
最
少
人
数
15
人
）

■
参
加
費　

1
0
0
円
（
保
険

料
）

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課

☎
(50)
1
2
0
6

　

市
で
は
、
市
長
が
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
対
話
を
と
お

し
て
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

や
ご
提
言
を
市
政
運
営
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
懇
談

会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

を
10
月
か
ら
開
催
し
て
い
ま

　

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご

意
向
を
お
伺
い
し
、
総
合
計

画
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る

た
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
は
、

市
内
に
お
住
ま
い
の
満
16

歳
以
上
の
人
の
中
か
ら
無
作

為
に
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

2
5
0
0
人
で
す
。
調
査
票

が
ご
自
宅
に
届
い
て
い
る
人

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

調
査
票
の
提
出
は
、
質
問

事
項
を
回
答
の
上
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
10
月
17
日

㈫
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
無
記
名
で
あ
り
、
調
査

結
果
は
す
べ
て
統
計
的
に
処

理
し
、
個
別
の
回
答
内
容
を

公
表
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。
調
査
の
趣
旨
を
ご

▲道の駅くりもとでイモ堀り体験

▲各チームの躍動感ある踊りを見学

タウンミーティング開催予定表【佐原区】

　 開催日
10 月 16 日㈪
10 月 17 日㈫

10 月 24 日㈫

10 月 27 日㈮

11 月   2 日㈭

11 月   6 日㈪

11 月 12 日㈰

11 月 15 日㈬

11 月 17 日㈮

11 月 21 日㈫

11 月 26 日㈰

11 月 28 日㈫

場所
津宮小体育館

佐原第五中学校
多目的ホール
大倉小体育館

新島小体育館

瑞穂小体育館

北佐原小体育館

佐原中央公民館
大会議室

佐原中央公民館
視聴覚室

佐原中央公民館
大会議室

佐原中央公民館
大会議室

佐原中央公民館
大会議室

佐原中央公民館
大会議室

対象地区
津宮 1 区～ 11 区
大戸、大戸団地、大戸川、森戸、新寺、山之辺、片野、
片野団地、上小川、関、川尻、多田島、飯島、昭和町
大倉丁子、側高、丸峰、市神、代下、今市、中郷、本西、
大倉新田、水郷団地
八筋川、本津、大島、三島、境島、扇島、与田浦、加藤洲、
磯山、加藤洲下の洲、扇島下の洲、市和田、附洲新田
堀之内、谷中、寺内、寺内芝、鴇崎、西和田、西坂、
西部田、みずほ台
向津、砂場、荒川、笄島、長島、中洲、篠原新田、
野間谷原、石納
岩ケ崎、岩ケ崎台、西関戸、竹の下、玉造

水郷町、下川岸、粉名口、粉名口団地

牧野、水郷大橋町、橋替、東関戸、諏訪上、諏訪下、
諏訪台
上宿台、上宿、平台、仲川岸、上新町、北横宿、新上川岸、
上中宿、神明町、高野、下新町、田中、南横宿、新橋本、
下分、下宿、中宿、横川岸、寿町、若松町
仁井宿、篠原、八日市場、荒久

寺宿、浜宿、本川岸、船戸、田宿、上仲町、みどり町、
下仲町、旭ヶ丘、本橋元、本町

■
別
途
料
金
︵
希
望
者
の
み
︶

◇
イ
モ
掘
り　

5
㎏
箱
7
0
0

円
（
家
族
で
イ
モ
掘
り
を
し
て

1
箱
持
ち
帰
り
の
場
合
7
0
0

円
、
1
人
で
2
箱
持
ち
帰
り
の

場
合
1
4
0
0
円
）

※
炭
ア
ー
ト
1
0
0
0
円
程
度

◇
昼
食
代　

大
人
1
0
0
0
円

ほ
か

■
持
ち
物　

軍
手
・
タ
オ
ル

■
申
し
込
み　

10
月
17
日
㈫
の

9
時
か
ら
、
電
話
で
商
工
観
光

課
へ
。
乗
車
場
所
と
イ
モ
掘
り

箱
数
・
昼
食
の
要
不
要
も
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
受
付
は
平
日

の
9
時
〜
17
時
。
1
回
4
人
ま

で
。
定
員
に
な
る
か
11
月
2
日

㈭
で
締
め
切
り
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

☎
(50)
1
2
1
2

す
。

　

日
程
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。
ど
こ
の
会
場
で
も
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
小
見
川
区
、
山
田

区
、
栗
源
区
は
平
成
19
年
1

月
か
ら
2
月
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。

■
開
催
時
間　

い
ず
れ
の
会

場
も
19
時
か
ら
20
時
30
分
ま
で

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課

☎
(50)
1
2
0
4

皆
さ
ん
の 　
　

 
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　今年も「駅からハイキング」が開催されます。市では参加者を
歓迎するために、各団体と協力して各種のおもてなしをします。
　市民の皆さんも自由に参加できます。
　なお、当日は相当数の参加者が見込まれます。コース付近で車
を運転する人は、十分注意してください。
■期日　11 月 19 日㈰
■受付時間　8 時 30 分～ 11 時 30 分
■受付場所　JR 香取駅前（駐車場なし）
■ハイキングコース（約 10 ㎞）
香取駅→神道山古墳→香取神宮→観福寺→伊能忠敬記念館→水郷
佐原山車会館→忠敬茶屋→東薫酒造→ふるさとフェスタさわら会
場（コミュニティセンターおよび佐原駅北駐車場）

遊歩佐原 江戸まちハイキング

■参加費　無料
■申し込み　JR 東日本「駅からハイキング事務局」☎ 03(5447)0973
問い合わせ　商工観光課　☎ (50)1212

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

遊歩佐原 江戸まちハイキング

皆
さ
ん
の 

意
見 
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

※都合により開催日や会場を変更する場合があります
※対象地区にかかわらず、どの会場でも参加できます
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空
想
科
学
読
本

柳
田
理
科
雄
／
著

　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は
2
万
歳
で
、
宇

宙
人
は
マ
ッ
ハ
5
で
走
る
？
津
波
か

ら
東
京
を
救
う
代
わ
り
に
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
は
千
葉
を
滅
ぼ
す
？
空
想
科
学

の
世
界
に
お
い
て
テ
レ
ビ
や
映
画
が

省
い
た
部
分
に
科
学
の
視
点
を
導
入

し
た
抱
腹
絶
倒
の
科
学
的
結
論
の

数
々
、
オ
ド
ロ
キ
と
爆
笑
の
新
事
実

を
紹
介
。

一
冊
で
わ
か
る
絵
画
の
楽
し
み
方
ガ

イ
ド　

～
印
象
派
、
写
実
主
義
か
ら

抽
象
絵
画
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
ま

で

太
田　

治
子
／
監
修

　

モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ゴ
ッ
ホ
、

ピ
カ
ソ
な
ど
、
55
人
の
巨
匠
の
生
涯

と
人
気
作
品
の
鑑
賞
ポ
イ
ン
ト
が
わ

か
る
一
冊
。
日
本
人
に
親
し
み
や
す

く
関
心
の
高
い
印
象
派
、
後
期
印
象

派
を
中
心
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
ま

で
収
録
。

親
子
で
実
践
！
犯
罪
・
危
険
・
事
故

回
避
マ
ニ
ュ
ア
ル　

～
い
ざ
と
い
う

と
き
に
子
ど
も
の
生
命
を
守
る
本

小
宮　

信
夫
／
監
修

　

小
さ
な
子
ど
も
に
、
自
分
で
自
分

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ

ん
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
を
紹
介

し
ま
す
。
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、

旅
行
記
や
絵
本
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。

今月のおすすめ

広報 4【まちかど通信】

百
歳
長
寿
を
お
祝
い

イ
キ
！
イ
キ
！
百
歳
大
集
合

香
取
市
に
は
、楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
や
出
来
事
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。

こ
こ
で
は
、そ
ん
な
ホ
ッ
ト
な

ま
ち
の
話
題
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

「笑っていいとも増刊号」
の番組企画で栽培されて
いた「いいとも米」が収
穫をむかえ、お笑いコン
ビ南海キャンディーズの
山ちゃんが稲刈りを行い
ました。収穫されたお米
は番組内で試食され好評
でした。

9 月 18 日いいとも米収穫

好き嫌いなく何でも
おいしく食事します。

短歌を詠むのが大好きです。
この日は入院中の病院の皆さんにもお祝いしてもらいました。

石川しめさん（佐原イ）

毎日ゲートボールす
ることが楽しみです。

宇
井
光
也
さ
ん
︵
佐
原
イ
︶

菱
木
ク
マ
さ
ん
︵
小
見
川
︶

普段からネクタイを
するのが好き。何で
も自分でやります。

篠
塚
保
男
さ
ん
︵
富
田
︶

毎日きちんと食事す
ることが健康の秘訣
です。

角
田
よ
志
さ
ん
︵
高
萩
︶

自分で針に糸を通し
て針仕事をしていま
す。

塚
本
せ
い
さ
ん
︵
一
ノ
分
目
︶

近 所 の 人 た ち と お
しゃべりするのが楽
しみです。

石
田　
　

さ
ん
︵
新
里
︶

　「語りの会」発表会が、
小見川福祉センター「さ
くら館」で開催されまし
た。会場では、ＢＧＭの
流れる中、会員の皆さん
が小説を朗読すると、聴
衆は情景を思い浮かべな
がら静かに耳を傾けてい
ました。

9 月 17 日「語りの会」発表会

　

長
寿
大
国
日
本
。
本
市
に

も
1
0
0
歳
以
上
の
元
気
な

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

9
月
27
日
と
29
日
、
今
年

度
1
0
0
歳
と
な
る
皆
さ
ん

に
、
宇
井
市
長
か
ら
お
祝
い

の
記
念
品
が
贈
ら
れ
﹁
長
寿

の
秘
訣
は
﹂
な
ど
と
談
笑
し

な
が
ら
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
人
の
日
︵
9
月

15
日
︶
の
お
祝
い
に
香
取
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
、

内
閣
総
理
大
臣
の
祝
状
と
銀

杯
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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「国の重要無形民俗文化財」
佐原の山車行事

Vol.7香取遺産

　

市
内
の
伝
統
的
な
祭
り
の
う

ち
最
も
大
き
な
祭
り
は
、
夏
と

秋
に
行
わ
れ
る
佐
原
の
大
祭
で

す
。

　

佐
原
の
街
は
小
野
川
を
境

に
、
東
岸
10
町
内
を
本ほ

ん
じ
ゅ
く宿

、
西

岸
15
町
内
を
新し

ん
じ
ゅ
く宿
と
総
称
し
、

本
宿
で
は
7
月
中
旬
に
八
坂
神

社
の
祇
園
祭
、
新
宿
で
は
10
月

中
旬
に
諏
訪
神
社
の
大
祭
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
両
祭
礼
の
附つ

け
ま
つ
り祭

と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
の
が
「
佐
原
の

山だ

し車
行
事
」
で
す
。
各
町
内
が

意
匠
を
凝
ら
し
た
大
き
な
山
車

を
曳
き
廻
す
行
事
は
、
平
成
16

年
2
月
に
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
車
の
本
体
は
、
最
上
部
の

露ろ
だ
い台

と
そ
の
下
の
囃は

や
し
だ
い

子
台
の
二

層
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
土

台
部
に
は
、
ハ
ン
マ
と
呼
ぶ
寄

木
造
り
の
4
つ
の
車
輪
が
付
い

て
い
ま
す
。
山
車
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
本
体
の
高
さ
は
4

ｍ
程
に
な
り
ま
す
。
囃
子
台
に

は
下げ

ざ

れ

ん

座
連
と
呼
ば
れ
る
囃
子
方

が
乗
り
込
み
、
山
車
の
運
行
に

合
わ
せ
て
佐
原
囃
子
を
時
に
華

や
か
に
、
時
に
は
優
雅
に
演
奏

し
ま
す
。

　

露
台
の
上
に
は
大
き
な
飾
り

物
が
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
鯉

や
鷹
の
藁
細
工
も
あ
り
ま
す

が
、
多
く
は
神
話
や
歴
史
上
の

人
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
大
人

形
で
、
山
車
全
体
で
9
ｍ
近
く

に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
大
き
さ

と
町
内
特
有
の
飾
り
物
が
山
車

の
最
大
の
特
徴
で
す
。

　

両
祭
礼
に
関
す
る
起
源
や
変

遷
な
ど
は
、
不
明
の
部
分
が
多

い
の
で
す
が
、
少
な
く
と
も
江

戸
時
代
の
中
頃
に
は
現
在
の
山

車
行
事
に
つ
な
が
る
練ね

り
物も

の

の

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
徐
々
に
発
展
す
る

過
程
で
山
車
が
登
場
し
、
そ
の

上
に
職
人
の
手
に
よ
る
大
人
形

が
飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
江
戸
時
代
末
期
こ
ろ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

水
郷
佐
原
山
車
会
館
に
は
、

か
つ
て
旧
関
戸
町
の
飾
り
物
で

あ
っ
た
「
猿
田
彦
」
人
形
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
頭
部
（
全

高
93
・
4
㎝
）
と
両
手
部
で
、

製
作
年
代
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
昭
和
10
年
（
1
9
3
5
）

に
旧
関
戸
町
が
東
西
に
分
か
れ

た
際
に
、
諏
訪
神
社
へ
奉
納
さ

れ
保
管
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

山
車
行
事
の
歴
史
的
変
遷
を
表

す
も
の
と
し
て
、
昨
年
度
、
市

の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

古
文
書
に
よ
る
と
、
そ
れ
ま

で
飾
り
物
は
こ
れ
と
決
ま
っ
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
を
、
享

保
18
年
（
1
7
3
3
）
に
、
新

宿
の
有
力
家
で
あ
っ
た
伊
能

権ご
ん
の
じ
ょ
う

之
丞
家
か
ら
夜よ

ぎ着
を
借
り
受

け
て
、
猿
田
彦
（
大
天
狗
）
の

飾
り
物
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
が
大
当
た
り
と
な
り
、
そ
れ

以
来
関
戸
は
飾
り
物
を
猿
田
彦

に
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

5 広報【まちかど通信】

山
車
の
構
造

の
身
を
守
る
方
法
を
教
え
る
ハ
ウ

ツ
ー
本
。
ケ
ー
ス
別
対
策
を
イ
ラ
ス

ト
付
き
で
説
明
。
犯
罪
編
、
危
険
回

避
編
、
性
的
虐
待
編
、
メ
ン
タ
ル
編

か
ら
構
成
。
危
険
度
診
断
付
き
。

は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し

エ
リ
ッ
ク
＝
カ
ー
ル
／
作

　

も
り
ひ
さ
し
／
訳

　

日
曜
日
に
卵
か
ら
う
ま
れ
た
小
さ

な
あ
お
む
し
は
、
お
な
か
が
ぺ
っ
こ

ぺ
こ
で
、
さ
っ
そ
く
食
べ
物
を
探
し

ま
す
。月
曜
日
は
り
ん
ご
を
ひ
と
つ
、

火
曜
日
に
は
、
な
し
を
ふ
た
つ
⋮
土

曜
日
に
は
食
べ
過
ぎ
て
お
な
か
を
壊

し
て
し
ま
い
ま
す
。
太
っ
た
あ
お
む

し
は
さ
な
ぎ
へ
と
変
わ
り
、
つ
い
に

綺
麗
な
蝶
々
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
、
絵
に
あ
わ
せ
た

ペ
ー
ジ
ご
と
の
穴
あ
け
し
か
け
が
子

ど
も
の
興
味
を
そ
そ
り
ま
す
。

大
人
形
の
登
場

▲旧関戸町の猿田彦（山車会館）

▲明治 42 年当時の猿田彦
（『佐原山車祭調査報告書』より）

　

元
文
4
年
（
1
7
3

9
）
こ
ろ
に
は
、
猿

田
彦
の
御お

か
し
ら頭

が
出
来

た
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
時
か
ら
猿

田
彦
は
現
在
の
山
車

人
形
に
近
い
大
き
さ

に
変
化
し
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
新
宿
の
祭
礼

で
は
、
山
車
行
列
が

神じ
ん
こ
う
れ
つ

幸
列
を
先
導
す
る
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
て
お
り
、
関
戸
町
が
触ふ

れ
頭

が
し
ら

と
し
て
行
列
の
先
頭
に
立

つ
の
が
決
ま
り
で
し
た
。
最
前

列
に
立
つ
大
き
な
猿
田
彦
人
形

は
、
さ
ぞ
か
し
見
物
の
人
々
を

圧
倒
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
往

時
の
猿
田
彦
は
格
別
に
大
き
な

も
の
で
、
か
つ
て
は
潮
来
か
ら

も
そ
の
姿
が
遠
望
で
き
た
と
い

う
話
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

市
指
定
の
猿
田
彦
は
長
年
の

使
用
と
劣
化
で
、
各
所
に
損
傷

が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

か
し
こ
に
モ
ル
タ
ル
や
鎹

か
す
が
いな
ど

で
補
修
さ
れ
た
跡
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
一
見
す
る
と
痛
ま
し

い
姿
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

こ
そ
が
山
車
行
事
の
歴
史
を
物

語
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

南
四
ッ
塚
地
区
︵
府
馬
︶
に
大
太
鼓
を
は

じ
め
と
す
る
祭
事
用
備
品
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

支
援
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
に
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

▲整備された祭事用備品

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

事
用
備
品
を
整
備

祭

　

南
四
ッ
塚
地
区

に
は
、
古
く
か
ら

伝
わ
る
下
座
囃
子

が
あ
り
、
若
者
会

が
中
心
と
な
っ
て

稽
古
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
ま

で
使
用
し
て
い
た

大
太
鼓
は
、
ほ
か

の
地
区
か
ら
借
り
て
い
た
た
め
十
分
な
活

動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

区
で
は
、
大
太
鼓
な
ど
の
整
備
を
き
っ

か
け
に
﹁
今
後
、
郷
土
芸
能
を
通
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な

れ
ば
﹂と
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　9 月 23 日 に 行
われた関東合唱コ
ンクール中学校同
声の部で佐原中学
校が金賞、小見川
中学校が銀賞を受
賞しました。
◆佐原中合唱部：
畑中美保、藤原知

佳、吉田美香、磯野みゆき、石田彩香、坂本典子、船田千秋（3
年）、小野寺早紀、豊島亜由美、中村遥

はるか

、小松千
ち ひ ろ

尋、田口杏
あ ん な

奈、野
口優

ゆ う

、溝口優
ゆ か

佳、椎名弘
ひ ろ か

香、平塚千
ち ひ ろ

紘、加瀬春菜、香取良
り ょ う こ

子、高木
彩奈、多田千

ち な み

浪、根本比
ひ か り

加里、臼井志織、大八木萌
も え

恵、岡部紗
さ つ き

月、
椿杏

あ ん な

菜、宮永 有紀（2 年）、青木彩、金田奈津美、白鳥華子、齋藤
楓
かえで

、久保木真
ま み

未、吉田美咲、鈴木友梨香、中野美
み す ず

涼、久保木和
か ず な

奈、
高橋里穂、浅野里奈、加瀬清美（1 年）
◆小見川中合唱部：菅谷有

ゆ き

希、高木礼
れ お な

緒奈、八本恵里奈、岡野
友

ゆ き

紀、丸山絵
え る な

瑠奈、宮崎綾子、星野みどり、北川弥
み か

香（3 年）、多
田千絵、菅佐原裕

ゆ う こ

子
（2 年 ）、 菅 澤 未

み く

来、
篠塚千

か ず き

紀、笹
さ さ や

谷美由
紀、多田優

ゆ う み

美、日下
部彩花、諏訪悠

ゆ か り

花里、
小松崎愛

あ い

、香取優子、
高
こ う づ

津優
ゆ か

佳、山本遥
は る か

香
（1年）　　  （敬称略）

東大会で金銀受賞
中学生合唱コンクール関

▲金賞を受賞した佐原中学校合唱部

▲銀賞を受賞した小見川中学校合唱部
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10
月

暮
ら
し
の

情
報

2006. October

の
理
解
と
治
療
」
〜
引
き
起
こ

し
や
す
い
合
併
症
を
中
心
に
〜

講
師　

成
田
赤
十
字
病
院
精
神

神
経
科
副
部
長　

斎
賀
孝
久
氏

　

10
月
24
日
㈫
ま
で
に
香
取
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
要
予
約
）

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
9
1
6
1

■
日
時　

11
月
2
日
・
9
日
・

16
日
・
23
日
・
30
日
・
12
月
7

日
（
毎
週
木
曜
日
・
計
6
回
）

19
時
30
分
〜
21
時

■
場
所　

佐
原
第
五
中
学
校

■
持
ち
物　

運
動
靴
、
ラ
ケ
ッ

ト
（
貸
出
可
）

■
会
費　

5
0
0
円（
保
険
代
・

シ
ャ
ト
ル
代
）

　

体
育
協
会　

北
島

　
　
　
　
　
　

☎
（59）
1
2
3
3

■
日
時　

毎
月
第
2
日
曜
日　

9
時
〜
正
午

■
場
所
・
定
員　

小
見
川
消
防

署
20
人　

佐
原
消
防
署
10
人

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

開
催
月
の
第
1

日
曜
日
17
時
ま
で

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

は「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
終
了
証
」

を
交
付

　

小
見
川
消
防
署

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
0
1
1
9

佐
原
消
防
署　

☎
（52）
4
1
1
1

　

12
月
定
例
市
議
会
は
、
10
月

27
日
㈮
か
ら
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
本
会
議
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
日
程
な
ど
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

議
会
事
務
局
☎

（50）
1
2
1
7

　

税
理
士
に
よ
る
「
税
の
無
料

相
談
」
を
行
い
ま
す
。
相
談
希

望
者
は
、
事
前
に
各
税
理
士
事

務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
11
月
6
日
㈪　

10
時
〜
15

時　

永
塚
正
雄
税
理
士
事
務
所

（
阿
玉
川
5
1
5
）

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
0
0
8
8

◇
11
月
20
日
㈪　

10
時
〜
15

時　

山
野
嘉
子
税
理
士
事
務
所

（
佐
原
イ
3
4
1
6　

2
）

　
　
　
　
　
　

☎
（55）
8
6
8
5

※
現
在
、
税
理
士
お
よ
び
税
理

士
法
人
に
税
務
顧
問
を
し
て
い

る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

千
葉
県
税
理
士
会
佐
原
支
部

税
務
指
導
対
策
部　

伊
藤　

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
6
0
5
2

　

障
害
者
の
雇
用
を
積
極
的
に

促
進
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者

の
雇
用
問
題
に
つ
い
て
理
解
と

関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
面
接
会
で
す
。
多
数
の
事

業
主
、
求
職
者
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参

加
希
望
者
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
26
日
㈭　

13
時

30
分
〜
16
時

■
場
所　

銚
子
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

（
銚
子
市
西
芝
町
11　

2
）

　

佐
原
公
共
職
業
安
定
所
特
別

援
助
部
門　

☎
（55）
1
1
3
2

　

千
葉
県
内
の
事
業
所
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
含
む
）
お
よ

び
、
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

る
地
域
別
最
低
賃
金
「
千
葉
県

最
低
賃
金
」
が
、
平
成
18
年
10

月
1
日
か
ら
時
間
額
6
8
7
円

（
従
来
は
6
8
2
円
）
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室　

☎
0
4
3（
2
2
1
）2
3
2
8

成
田
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
4
7
6

(22)
5
6
6
6

24
時
間
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
0
4
3（
2
2
1
）4
7
0
0

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で

働
く
皆
さ
ん
の
た
め
に
「
中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
」
と
い
う

法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職

金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
は
、
現
場
で
働
く
労

働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職

金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば

業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設

業
を
営
む
人

■
対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設

業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金　

日
額
3
1
0
円

　

独
立
行
政
法
人　

勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構
建
設
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部
事
業
推
進
室

☎
0
3（
5
4
0
0
）4
3
1
6

　

不
正
軽
油
の
製
造
・
販
売
・

使
用
は
脱
税
だ
け
で
な
く
大
気

汚
染
や
硫
酸
ピ
ッ
チ
の
不
法
投

棄
の
原
因
と
な
り
悪
質
な
犯
罪

行
為
で
す
。

　

10
月
は
、
不
正
軽
油
の
撲
滅

を
目
指
し
て
全
国
強
化
月
間
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。
県

で
は
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
各
種

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
不
正
軽

油
は
買
わ
な
い
、
売
ら
な
い
、

使
わ
な
い
。
県
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

香
取
県
税
事
務
所　

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
1
3
1
4

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
本
校
の
施

設
を
公
開
し
て
授
業
を
見
て
い

た
だ
き
、
銚
子
養
護
学
校
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

お
子
さ
ん
の
発
達
に
つ
い
て
悩

み
を
お
持
ち
の
人
の
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
。
当
日
は
各
学
部

で
の
体
験
学
習
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
来
校
く
だ
さ
い

　

な
お
、
参
加
希
望
者
は
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
7
日
㈫　

9
時

〜
12
時

　

銚
子
養
護
学
校

　
　

☎
0
4
7
9

（22）
0
7
5
8

　
「
語
る
べ
ぇ
栗
源
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

と
紙
芝
居
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

■
対
象　

乳
幼
児
・
小
学
校
1

・
2
年
生
と
保
護
者

■
日
時　

10
月
21
日
㈯　

10
時

〜■
場
所　

栗
源
公
民
館
視
聴
覚

室■
参
加
費　

無
料

　
　
　

教
育
課
☎

（75）
2
1
1
7

■
日
時　

10
月
29
日
㈰　

8

時
集
合　

8
時
30
分
試
合
開
始

（
予
備
日
11
月
5
日
㈰
）

■
場
所　

小
見
川
・
く
ろ
べ
運

動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
種
目　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女

　

健
康
づ
く
り
と
生
活
習
慣
病

の
予
防
の
た
め
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
10
日
㈮
、
17
日

㈮　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

香
取
市
民
体
育
館

■
会
費　

無
料

■
内
容　

健
康
体
操
、
転
倒
予

防
歩
行
訓
練
、
血
流
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
サ
ー
ク
ル
ダ
ン
ス
、
デ
ィ

ス
コ
ダ
ン
ス
な
ど

　

地
域
文
化
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー　

松
田　

☎
（56）
0
7
8
4

　

平
成
19
年
度
入
学
の
看
護
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

■
定
員　

40
人

■
修
業
年
限　

2
年
間

■
受
験
資
格　

①
准
看
護
師
の

免
許
を
取
得
し
て
3
年
以
上
業

務
に
従
事
し
て
い
る
人

②
准
看
護
師
で
高
等
学
校
を
卒

業
し
て
い
る
人
（
高
等
学
校
衛

生
看
護
科
を
含
む
）

③
本
学
校
の
入
学
期
日
ま
で
に

前
項
①
②
に
該
当
す
る
見
込
み

の
人

■
願
書
受
付
期
間　

◇
推
薦
入
試　

11
月
6
日
㈪
〜

15
日
㈬

◇
一
般
入
試　

12
月
1
日
㈮
〜

25
日
㈪

■
試
験
日
・
試
験
内
容　

◇
推
薦
入
試　

11
月
22
日
㈬
・

面
接
、
作
文

◇
一
般
入
試　

平
成
19
年
1
月

17
日
㈬　

学
科
（
国
語
・
作
文
・

看
護
）　

平
成
19
年
1
月
18
日

㈭　

面
接

　

国
保
小
見
川
総
合
病
院
付
属

看
護
専
門
学
校
☎

（82）
2
8
3
1

　

h
ttp

://w
w

w
.o

m
ikan

.
ed.jp

　

香
取
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
介
護
支
援
専
門
員
を
募
集

し
ま
す
。

■
業
務
内
容　

ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成

■
応
募
方
法　

写
真
貼
付
の
履

歴
書
、
免
許
証
の
写
し
を
提
出

　

香
取
市
社
会
福
祉
協
議
会
本

所　

☎
（54）
4
4
1
0

■
募
集
科
目　

①
Ｎ
Ｃ
加
工
科

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
の

機
械
部
品
の
加
工
）　

②
自
動

車
整
備
科

■
訓
練
期
間　

①
Ｎ
Ｃ
加
工
科

1
年
間　

②
自
動
車
整
備
科
2

年
間

■
選
考
内
容　

学
科
（
国
語
･

数
学
）、
面
接

■
募
集
期
間　

10
月
25
日
㈬
〜

11
月
20
日
㈪

■
選
考
日　

11
月
30
日
㈭

※
学
校
見
学
な
ど
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

　

千
葉
県
立
旭
高
等
技
術
専
門

校　

☎
0
4
7
9

（62）
2
5
0
8

■
日
時　

10
月
31
日
㈫　

13
時

30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

香
取
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
会
議
室

■
内
容　

講
演
「
統
合
失
調
症

広報2006年（平成 18年）10月 15日 【暮らしの情報】

お知らせ

講座
教室

募集

催し

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
物
語

参
加
者

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファックス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

非
常
勤

介
護
支
援
専
門
員

国
保
小
見
川
総
合
病
院

付
属
看
護
学
生

旭
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

応
急
手
当

救
命
講
習
会

定
例
市
議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

障
害
者
ふ
れ
あ
い

面
接
会

千
葉
県
最
低
賃
金
の

改
正

ご
存
知
で
す
か

建
退
共
制
度

全
国
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間

税
の
無
料
相
談

県
立
銚
子
養
護
学
校
の

学
校
公
開

本
の
読
み
聞
か
せ

秋
季
市
民

テ
ニ
ス
大
会

精
神
障
害
者
家
族
の

家
族
教
室

HP

–

–
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で
に
参
加
費
を
添
え
て
支
部
代

表
者
へ

佐
原
支
部　

加
藤

　
　
　
　
　
　

☎
（57）
0
7
8
6

小
見
川
支
部　

加
瀬

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
5
6
0
7

山
田
支
部　

菅
谷

　
　
　
　
　
　

☎
（78）
2
3
2
9

栗
源
支
部　

佐
伯

　
　
　
　
　
　

☎
（75）
2
2
1
1

　

体
育
協
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
部　

加
藤
☎

（57）
0
7
8
6

　

み
ず
ほ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

祭
り
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
11
日
㈯　

9
時

30
分
〜
15
時
（
雨
天
実
施
）

■
場
所　

み
ず
ほ
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

■
内
容　
【
芸
能
発
表
の
部
】 

各
講
座
受
講
生
の
成
果
発
表
、

カ
ラ
オ
ケ
、
茶
道
（
有
料
）

【
作
品
展
示
の
部
】　

書
道
・
い

け
ば
な
・
ち
ぎ
り
絵
、
手
芸
編

み
物
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
乗
り
合

せ
か
、
自
転
車
・
徒
歩
で
お
越

し
く
だ
さ
い

　

み
ず
ほ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
(54)
6
9
6
3

市民生活課　　☎（54）11�8　　　市民環境課　☎（82）1114
　市民環境課　☎（78）211�　　　市民環境課　☎（75）211�

小見川区事務所　 10月25日㈬　予約日10月18日㈬
市役所　　　　　 11月15日㈬　予約日11月  6日㈪
山田区事務所　　 11月22日㈬　予約日11月16日㈭

●行政相談・人権相談　
　10月20日㈮　1�時�0分～15時�0分

市民生活課　　☎（54）11�8　　　市民環境課　☎（82）1114
　市民環境課　☎（78）211�　　　市民環境課　☎（75）211�
11月20日㈪　1�時�0分～15時�0分
市民生活課　　☎（54）11�8

●消費生活相談　9時～17時
市民生活課　　10月26日㈭・11月9日㈭　☎（54）11�8
　市民環境課  10月19日㈭・11月2日㈭・16日㈭　☎（82）1114

●交通事故相談　10時～15時　要予約
環境安全課　　10月24日㈫・11月14日㈫　☎（50）1248
　市民環境課　10月19日㈭・11月16日㈭　☎（82）112�

●子育て相談　　月～金曜日（祝祭日を除く）　8時�0分～17時15分
　大倉保育所　　☎（57）064�　たまつくり保育所　☎（55）9500
●心配ごと相談　10時～15時 
　社会福祉協議会栗源支所 10月19日㈭・11月16日㈭ ☎（75）2118
　社会福祉協議会本所　　　　10月26日㈭　☎（54）4410
　社会福祉協議会小見川支所　11月  2日㈭　☎（8�）7071
　社会福祉協議会山田支所　　11月  9日㈭　☎（78）1056

●精神保健福祉相談　10月17日㈫・11月7日㈫・14日㈫　要予約
●エイズ検査（無料）　第2・4月曜日　1�時～14時受付（予約不要）
●未熟児等健康相談　10月20日㈮　1�時～1�時�0分受付　要予約
●配偶者からの暴力に関する相談　毎週水曜日　要予約
　☎（52）9�10　電話での相談（毎週月～金曜日）　9時～16時
●女性のための健康相談　第4木曜日　要予約　☎（52）9157

広報 2006年（平成 18年）10月 15日【暮らしの情報】

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　8時30分～16時30分　

法律相談 市民対象  9時30分～14時  予約は市民生活課　☎（54）1138 
受付は予約日の8時30分から10人まで　　          ☎(54)1111

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎（52）9161

子
ダ
ブ
ル
ス

■
参
加
費 

1
チ
ー
ム

2
0
0
0
円
（
当
日
受
付
時
支

払
い
）

　

10
月
25
日
㈬
ま
で
に
体
育
協

会
へ　

☎
（55）
0
0
0
3

　
「
美
し
い
日
本
の
歩
い
て
み

た
く
な
る
み
ち
5
0
0
選
」
に

選
ば
れ
た
小
野
川
沿
い
の
古
い

商
家
、
伝
統
的
建
造
物
群
、
自

然
歩
道
の
あ
る
佐
原
の
町
並
み

を
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
28
日
㈯　

9
時

20
分
に
佐
原
文
化
会
館
前
に
集

合
（
当
日
受
付
・
雨
天
決
行
）

■
参
加
費　

会
員
3
0
0
円
、

一
般
4
0
0
円
、
高
校
生
以
下

2
0
0
円

　

東
総
歩
こ
う
会　

小
早
志　

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
2
4
6
7

　

お
み
が
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
人
形
劇
と
大
型
紙
芝
居

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
28
日
㈯　

10
時

〜

■
場
所　

香
取
市
民
プ
ラ
ザ

■
内
容　

人
形
劇
「
鬼
の
カ
ー

ラ
ン
コ
」、
大
型
紙
芝
居
「
や

ん
す
け
と
や
ん
す
け
と
や
ん
す

け
」

■
入
場
料　

無
料

　

お
み
が
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン　

高
木　

☎
（83）
3
5
0
4

■
日
時　

11
月
4
日
㈯
・
5
日

㈰　

8
時
〜
（
毎
月
第
1
日
曜

日
開
催
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
の
み
）

の
出
展
者
も
募
集
中

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原

の
町
並
み
を
考
え
る
会　

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
1
0
0
0

■
対
象　

一
般
・
高
校
生
・
中

学
生

■
日
時　

11
月
18
日
㈯　

8
時

30
分
〜（
予
備
日
11
月
26
日
㈰
）

■
場
所　

諏
訪
市
営
コ
ー
ト
他

■
種
目　

男
子
の
部
・
女
子
の

部■
参
加
費　

無
料　

　

11
月
1
日
㈬
ま
で
に
体
育
協

会
へ　

☎
（55）
0
0
0
3

　

町
並
み
交
流
館
で
は
、
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
佐
原
の
大
祭
の

町
内
扇
子
展
を
開
催
中
で
す
。

■
日
時　

11
月
5
日
㈰
ま
で　

10
時
〜
17
時

■
場
所　

佐
原
町
並
み
交
流
館

（
水
曜
日
休
館
・
入
場
無
料
）

　

佐
原
町
並
み
交
流
館　

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
1
0
0
0

■
日
時　

11
月
28
日
㈫

■
場
所　

佐
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ

■
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
ー
新
ペ
リ
ア
方
式

■
募
集
数　

2
0
0
人（
先
着
）

■
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
者

■
参
加
費　

3
0
0
0
円

■
プ
レ
ー
費　

◇
セ
ル
フ
プ
レ
ー　

8
8
0
0

円（
昼
食
、ロ
ッ
カ
ー
、税
込
み
）

◇
キ
ャ
デ
ィ
付
き　

1
1
9
6
0

円
（
昼
食
、ロ
ッ
カ
ー
、税
込
み
）

■
申
し
込
み　

申
込
用
紙
に
参

加
費
を
添
え
て
11
月
10
日
㈮
ま

で
に
次
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
2
1

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
（83）
0
1
0
1

　

教
育
課　
　

☎
（78）
3
2
0
4

　

教
育
課　
　

☎
（75）
2
1
1
7

■
対
象　

香
取
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者
（
各
支
部

80
人
）

■
日
時　

11
月
18
日
㈯　

8
時

30
分
（
雨
天
時
19
日
㈰
）

■
場
所　

佐
原
河
川
敷
運
動
場

（
多
目
的
広
場
）

■
参
加
費　

2
0
0
円

■
申
し
込
み　

10
月
30
日
㈪
ま

■
出
演　

千
葉
萌
陽
高
等
学

校
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
部
・
ダ

ン
ス
部
、府
馬
和
歌
子（
シ
ャ

ン
ソ
ン
歌
手
）、
小
見
川
吹

奏
楽
団

※
入
場
無
料

　

山
田
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（78）
4
4
3
1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

や
ま
ゆ
り
コ
ン
サ
ー
ト
の

運
営
を
無
償
で
応
援
し
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。
コ
ン

サ
ー
ト
を
裏
か
ら
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象　

若
干
名
。
高
校
生

以
上
（
未
成
年
者
は
保
護
者

の
了
解
が
必
要
）

■
日
時　

10
月
28
日
㈯　

15

時
〜
21
時
こ
ろ

■
内
容　

舞
台
転
換
、
来
場

者
整
理
、
後
片
付
け

　

山
田
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（78）
4
4
3
1

佐
原
の
町
並
み
を

歩
こ
う

人
形
劇
公
演

秋
季
市
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

小
江
戸
佐
原
の

骨
董
市

佐
原
の
大
祭

町
内
扇
子
展

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会

み
ず
ほ
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
祭
り

香
取
市
誕
生
記
念

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日時　10 月 28 日㈯
　　　18 時 30 開演
場所　山田公民館ホール

やまゆりコンサートやまゆりコンサート
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～
鷹た

か

み見
泉せ

ん
せ
き石

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
～

伊
能
図
里
帰
り
展
Ⅱ

11
月
26
日
㈰
ま
で

　

伊
能
忠
敬
記
念
館
で
は
、
古

河
藩
家
老
で
蘭
学
者
で
あ
っ
た

鷹
見
泉
石
が
収
集
し
た
資
料
を

中
心
に
特
別
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

鷹
見
泉
石
は
忠
敬
よ
り
40
歳

年
下
に
な
り
、
江
戸
時
代
後
期

か
ら
幕
末
に
大
塩
平
八
郎
の
乱

を
鎮ち

ん
て
い定
す
る
な
ど
、
古
河
藩
家

老
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
蘭
学
者
と
し
て
多
く

の
人
と
交
友
し
情
報
や
資
料
を

収
集
し
ま
し
た
。
彼
が
収
集
し

た
膨
大
な
資
料
は
、
洋
書
・
和

書
・
文
書
・
地
図
・
洋
画
・
和
画
・

銅
板
・
学
術
器
械
・
陶
器
・
貨

幣
、
記
念
牌
・
織
物
・
硝
子
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
、
さ
な
が
ら

江
戸
の
文
化
財
調
査
官
と
も
言

え
ま
す
。
そ
の
資
料
群
は
、
現

在
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

泉
石
が
活
躍
し
た
こ
の
時
期

は
大
塩
平
八
郎
の
乱
や
ペ
リ
ー

艦
隊
、
黒
船
来
航
な
ど
激
動
の

時
代
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
要

職
に
あ
っ
た
彼
は
、
卓
越
し
た

情
報
収
集
力
で
あ
ら
ゆ
る
資
料

ギャラリーギャラリー

夜空に大輪の花が
咲いたよ。大きな
音がお腹にひびい
てすごかったよ。

花火大会

人口と世帯今月の納期限

 10月31日（火） 10月1日現在
人　口／88,366人（-62）
　　　男43,815人（-24）
　　　女44,551人（-38）
世帯数／28,983戸  （-3）

文芸文芸
　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短
歌
」

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

　

  

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

蟷と
う
ろ
う螂

の
鎌
を
構
え
し
虚こ

く
う空

か
な

畔
蒜　

基
一
（
岩　

部
）

評
・「
蟷
螂
」
は
「
か
ま
き
り
」
の
こ
と
。
空
に
向
か
っ
て
鎌
を
振

り
か
ざ
し
て
は
み
た
も
の
の
、
思
案
に
暮
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

虚
空
と
言
う
し
た
た
か
な
存
在
に
蟷
螂
の
鎌
は
あ
ま
り
に
も
小
さ

い
。
こ
ん
な
滑こ

っ
け
い稽

も
俳
句
文
芸
に
は
大
切
で
あ
る
。

体
調
の
よ
き
喜
寿
に
し
て
秋
澄
め
り　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田　

昭
三
（
佐
原
イ
）

ど
の
家
の
門
火
の
灰
も
真
菰
な
る　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関　

い
さ
お
（
三　

島
）

香
花
を
児
と
分
け
持
ち
て
秋
彼
岸　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
條　

快
秀
（
岩　

部
）

泣
き
癖
の
嬰

み
ど
り
ご

に
コ
ス
モ
ス
揺
れ
止
ま
ず　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
美
津
江
（
阿
玉
川
）

香
ば
し
い
田
ん
ぼ
の
に
お
い
秋
の
道　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

大
徳
（
小
見
川
）

　

 

香
取
歌
壇 

五
喜
田　

正
巳
選

高
僧
に
ま
み
ゆ
る
如
き
心こ

こ
ち地
せ
り
沼
の
岸
べ
に
立
て
る

青
鷺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

長
嶋　

理
子
（
高　

萩
）

評
・
沼
の
岸
に
瞑
想
す
る
か
の
よ
う
に
青
鷺
が
立
っ
て
い
る
。
そ

の
静
か
な
あ
り
よ
う
に
高
僧
の
姿
を
重
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。「
ま
み

ゆ
る
」
は
会
う
の
謙
譲
語
。
作
者
の
畏
敬
の
念
い
が
読
者
に
も
伝

わ
っ
て
く
る
。

裏
庭
の
溜
り
の
棒ぼ

う
ふ
ら振

ゆ
え
も
な
く
愛
し
と
思
う
一
人
の

日
昏
れ 

八
角　

厚
子
（
鳥　

羽
）

し
っ
と
り
と
雨
に
う
た
れ
て
コ
リ
ウ
ス
の
赤
や
黄
の
葉

の
美
し
き
こ
と 

大
橋　

と
き
（　

沢　

）

幼
日
に
逆
上
り
覚
え
し
稲は

ざ架
掛
も
今
は
昔
の
思
い
出
な

り
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
美
津
江
（
阿
玉
台
）

朝
々
に
水
遣
る
菊
の
葉
に
座
し
て
も
の
言
い
た
げ
な
雨

蛙
ひ
と
つ 

菅
澤　
　

進
（
岩　

部
）

既
に
足
冷
た
き
母
に
添
寝
し
て
温ぬ

く

め
た
り
し
よ
秋
分
の

朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

細
野　

し
け
（
仁　

良
）

府馬保育園

宇
う い

井　諒
りょう

くん

パ
パ 

良
浩
さ
ん
／
マ
マ 

頼
美
さ
ん

●
高た

か
は
し橋 

成な

み弥
ち
ゃ
ん（
佐
原
ロ
）

パ
パ 

元
明
さ
ん
／
マ
マ 

和
恵
さ
ん

●
添そ

え
の野 

萌も

か花
ち
ゃ
ん（
津
宮
）

パ
パ 

剛
さ
ん
／
マ
マ 
聖
伊
子
さ
ん

●
櫻さ

く
ら
な
が永 

道み
ち

く
ん（
玉
造
）
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1歳
9カ月

1歳
9カ月

秋の虫たち

平
ひ ら の

野　達
た つ や

哉くん

大好きなすず虫とと
んぼを折ったよ。
秋の夜にすず虫の
声が気持ちいいね。

市県民税

国民健康保険税

介護保険料

1歳
9カ月

1歳
9カ月

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
お
祭
り
が

と
っ
て
も
大
好
き
!!
は
や
く
秋

の
祭
り
や
り
た
い
な
!!

ブ
ラ
ン
コ
と
す
べ
り
台
が
大
好

き
な
元
気
一
杯
の
女
の
子
で
す
。

●
多た

だ田 

遥は
る
な菜

ち
ゃ
ん（
大
倉
）

パ
パ 

健
一
さ
ん
／
マ
マ 

雅
絵
さ
ん

●
池い

け
だ田 

健け
ん
す
け佑

く
ん（
大
倉
）

1歳
9カ月

パ
パ 

孝
久
さ
ん
／
マ
マ 

智
恵
さ
ん

お
歌
が
大
好
き
！

踊
り
も
得
意
だ
よ
。

お
祭
り
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

毎
日
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
ポ
ン
ポ
ン
♪

★
パ
パ
大
好
き
★
★

を
網
羅
的
に
収
集
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
里
帰
り
展
示
を
行

う
伊
能
図
が
あ
り
ま
す
。
彼

は
、シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
翌
年
、

1
8
2
9
年
7
月
、
わ
ず
か
8

日
間
で
伊
能
図
を
書
き
写
し
て

い
ま
す
。
今
回
そ
の
伊
能
図
と

と
も
に
、
収
集
し
た
資
料
群
の

一
部
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間　

11
月
26
日
㈰
ま
で

■
開
館
時
間　

9
時
〜
16
時
30

分■
入
館
料　

大
人
5
0
0
円　

小
・
中
学
生
2
5
0
円

■
期
間
中
の
休
館
日　

10
月
16

日
㈪
・
23
日
㈪
・
30
日
㈪
、
11

月
6
日
㈪
・
13
日
㈪
・
20
日
㈪
・

24
日
㈮

　

伊
能
忠
敬
記
念
館

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
1
1
1
8

▲鷹見泉石が書き写した伊能図

▲

鷹
見
泉
石
肖
像
図

（第 3 期）

（第 7 期）

（第 7 期）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
か
と
り
10
月
1
日
号
5

ペ
ー
ジ
の
中
学
生
全
国
・
関
東

出
場
者
を
紹
介
し
た
記
事
で
関

東
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
女
子

4
0
0
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
に

出
場
し
た
長
谷
川
朋
子
さ
ん
・

池
野
聖
望
さ
ん
・
高
塚
真
喜
子

さ
ん
・
蝦
名
康
恵
さ
ん
・
根
本

佳
奈
さ
ん
・
坂
口
由
里
子
さ
ん

を
小
見
川
中
学
校
と
記
載
し
ま

し
た
が
佐
原
中
学
校
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。 休 日 夜 間 の 急 病 診 療

☎（55）1070

　電話でその日の内科と外科の当番
医をお知らせします。診療時間は日曜
日と休日の19時から22時までです。
必ず保険証をお持ちください。

（自動音声でお知らせします）


